
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 第１回「釧路川下流域部会」の報告 
 



Ⅳ－１．第１回釧路川下流域部会 

（１）開催概要 

１）日時  平成１５年２月１３日（木）１０：００～１４：００  

２）場所  釧路町遠矢コミュニティ－センタ－ 

３）出席者  下表のとおり（全員出席） 

 
釧路川下流域部会名簿 

                                               

氏名 所属 役職 専門等 備考 

■学識経験者等(5名) 

内
うち

島
じま

 邦
くに

秀
ひで

 北見工業大学 教授 河川工学 
部会長 

神田
かんだ

 房
ふさ

行
ゆき

 北海道教育大学釧路分校 教授 
生物学 

（植物） 
副部会長 

駒井
こまい

 克
かつ

保
やす

 
標茶町農業協同組合釧路支所

支所長 農業  

斉藤
さいとう

 隆夫
たかお

 釧路市漁業協同組合 参事 漁業  

杉沢
すぎさわ

 拓男
たくお

 
ＮＰＯ法人トラストサルン釧路 

事務局長 湿原環境  

■地域住民 

檜
ひ

森
もり

 重樹
しげき

 釧路市 道路河川課長 関係自治体
 

小野口
お の ぐ ち

 志郎
しろう

 釧路町 道路河川課長 関係自治体
 

 

（２）現地視察 （１０：００～１１：３０） 

次の行程で現地視察を行った。 

①遠矢コミュニティーセンター 

②旧雪裡川合流点               （降車） 

③国道４４号                   （停車のみ） 

④幣舞橋から久寿里橋           （降車・徒歩） 

⑤遠矢コミュニティ－センタ－ 
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（３）議事 （１２：００～１４：００） 

１）釧路川下流域部会の設立 

次の項目について説明を行った。 

①河川法の改正と河川整備計画の策定について 

②釧路川流域委員会について 

③釧路川下流域の事業経緯について 

④部会設立趣旨 

⑤部会設置要領について 

⑥部会長選出 

なお、部会長には内島部会員が選出され、副部会長には神田部会員が指名された。 

２）釧路川下流域について 

次の項目について説明し討議を行った。 

①釧路川下流域の概要 

②釧路川下流域の現状と課題（治水・利水） 

３）今後の部会の進め方について 

今後のスケジュール（案）を説明した。 

 

釧路川下流域部会スケジュール 
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Ⅳ－２．各部会員の意見 

主な意見と対応等は次のとおり 

 
○対象流域には土砂の排出原因になっている土取り場が無数にある。また、産業

廃棄物の処分場が多くあるのも特徴と思われるので、これらがどの様になって

いるか、どこにあるかを押さえて置く必要があるのではないか。 

次回の部会までに調査し報告する。 

 

○植樹について、釧路川河畔では潮風がかなり強く、さらに「霧のまち」という

ことで、結構、潮の害があると思うが、ここで育つ主な木は何なのか。 

平成１４年度ふるさとの川推進懇談会において、幣舞橋から久寿里橋までの間の

植樹について検討を行った。その検討経緯及び結果を次回の部会で提示する。 

 

○河川法が改正され、植樹の基準も平成７年当時の基準と変わってきているので、

既に決まっている計画も、新しい河川法のもとで今回見直すことは可能か。 

可能である。 

 

○釧路川の５．４ｋｍ区間では干潟がとても重要と思うが、例えば干潟の生物が

どうなのか。鳥や魚介類がどうなっているのかということを知りたい。 

過去に実施した環境調査の結果、今後更に必要となる調査の内容及びその可能性

を含め、次回まで整理する。 
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